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大径丸太のヤング係数を簡便に
測定する方法

▍技術のポイント
丸太のヤング係数を測定する方法に、丸太を打撃して発生す
る振動数を分析する方法がありますが、通常では丸太を一
本ずつつり下げる必要があり、大径丸太では特に手間がか
かります。より測定を簡便にするために、大径丸太を積み上
げた状態でハンディ型測定器を用いて1～3次の固有振動数
を測定したところ、２次以上の固有振動数を用いることで、
一本ずつつり下げた場合と大差なくヤング係数を測定でき
ることが分かりました。

▍連携・橋渡しの方向
原木市場や製材所等で、丸太のヤング係数を測定し、その後
の効率的な製材に繋げたいと考えている方に、丸太のヤン
グ係数の簡便な測定方法に関する情報を提供することがで
きます。

▍詳細情報
・論文等：木材工業, 78(4), 134-139(2023)

▍担当者
構造利用研究領域 ・ 小島瑛里奈

図1 一本ずつ丸太をつり下げた状態でヤング係数を

測定している様子

素材の日本農林規格に従った縦振動法による測定では、

丸太を一本ずつつり下げる必要があります。

図2 丸太を積み上げた状態でハンディ型測定器を用いて丸太

のヤング係数を測定している様子

丸太を積み上げた状態でも測定が可能であることが分かりました。
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